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弔　　　　　辞
華園　聴麿
謹んで楠止弘先生にお別れの御挨拶を申し上げます｡先生は実に多くの方に
とってIJ:きな星でありました.それだけにその大いなる輝きが失われましたこ
とは､先年から直接教えを受けた私たちだけではなく､御恩を受けられた多方
血の方々にとってもこの卜ない痛恨事であり､暗潜たる思いを禁じ得ないのは
私一人ではないと存じます｡楠先生､本当に長い間お世話になり有難うござい
ました｡また､これまで常に先生に寄り添い､苦楽を共にしてこられた奥様の
御心痛をお察しするとき､胸の割れる一riT,いが致します｡)心からお悔やみ申し上
げます｡
先生はつい先日の7月20日に出版されたばかりの､まだインクの香りも新し
い御著書『仏教信仰と民俗信仰』に､ご自身の研究の歩みを赤裸々.に回顧され
た､異例とも思える｢おわりに｣とつく政文を書かれました｡その校止をお手
伝いした折に､これは先生の遺言だと恩いました｡それは､要するに､学問は
挑戦でなければならないことと､学問の場としての｢東北人学｣のあるべき姿
について書き遺されたものです｡
先生の御研究の事実上の出発点となったカントの宗教論に関する御論文は､
人間の自由を理性的意思の自由からではなく､経験的意一よの自由から捉え直し､
この自由によって人間自らが招く根本悪の概念にカントの宗教論の基礎を見よ
うとするものでした｡この根本悪の自覚こそが､理性的に善であろうとしつつ､
そうあり得ない､さりとて経験的な善さ､即ち幸福の追求にも満足できない､
いずれにせよ｢満たされざる主体｣としての人間の実存的自覚を促すのだとい
うのが､先生のカント群解の､そしてそれだけでなく先年の宗教哲学そのもの
の基本的な枠組みとなったものですが､実はこれは､経験的意志の自由を偶有
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的なものに過ぎないと解釈することが支配的であったそれまでの哲学抑こ対す
る挑戦でした｡しかも先生のこの挑戦は､これまた斗叩寺あまり乗要視されなかっ
たイギリス経験論の御研究によって裏づけられ､確信を与えられたものでした｡
また､のちに先4･:は実証的な研究を踏まえた宗教哲学を目指されますが､その
過程においても､青森県卜北半島のオシラ神信仰の調査に基づいて､男性の系
譜による同族粂川のほかに､女性の系譜を引く同族集団がflI在することを主張
され､社会学や民俗学の定説に挑戦されました｡ノこの度の御著書もまた従来の
仏教研究に対する挑戦を含んでおりますことは､一読すれば判然とするところ
であります｡このような挑戦は､申すまでもなく､先生が追求される宗教学及
び宗教哲学の理念と方法に裏打ちされた極めて説得力のある成果をもたらし､
高い評価を得てこられました｡新しい御本もまた学会に有益な影響を与え続け
るものと信じて疑いません｡
東北大学に対して注がれてきた先生の愛情の深さは､余人の追随をゆるきぬ
ものでした｡.もとよりそれは単なる母校愛という次ノ己を遥かに超えて､舶ヒ大
学の学問的な独自性に対する誇りの表れでありました｡日本宗教学会などの学
術入会における質疑応答にもそれは窺われました｡また､学士会の要職にある
時も､東北大学人としての自負を譲るようなことはなかった御株了一でした｡さ
らに長きにわたり凶立インドネシア入学人学院日本研究科で教鞭をとられたり､
日本研究センターの設立に関して助言される場合にも､つねに東北大学の使命
としてそれを遂行されました｡先[日ま､後を引き受けてインドネシア大学に山
向く文学部の教官に対して､日本の文化や思想あるいは歴史の冗伝を目的とす
る､いわゆる文化ナショナリズムを厳しく戒められました｡東北大学は学問で
貢献すべきだ､というのが先生の信念であり､これが日本研究を　一つの学問と
して確立しようという意図で書かれた御著書『文化学としての日本学』の執筆
動機となりました｡
先生が日本国で授けられた勲章とインドネシア共和国で贈られた跡彰の徴は､
ともに先生のこのような教育愛に基づく献身的な御尽力と御功績に対する輝か
しい証でした｡
一216-
先生の御研究は『仏教信仰と民俗信仰』の完成を以て途絶するのやむなきに到
りました｡おそらく先生はカントの根本悪の問題を､例えば仏教の煩悩論やキ
リスト教の罪悪論をも視野に入れつつ､人間本性の矛盾的自己同･性を主題と
する人間学的な研究へと展開したい､という次なる目標を抱いておられたと思
います｡言い換えれば､この矛盾的自己同一性を､実証的に､"動態信仰現象"
として押えた成果を踏まえ､動態信仰的構造論の体系を人問学的に構築するこ
とを考えておられたと拝察いたします｡もう少し時間を差し上げたかったと悔
やまれてなりません｡
それにしても､この最後の御著書を手にして､しばしの間不思議な感慨に耽
りました｡石津照璽先生は最晩年になって､それまで先生の宗教粥学の鍵概念
であった｢宗教｣と｢呪術｣に､さらに｢シャーマニズム｣の概念を加えられ
ましたo棚一郎光/l三の最後の王女テーマも､ ｢シャーマニズム｣の概念を介し
てH本の宗教史を普遍的な人類の宗教史に組み込むことでした｡そして楠止弘
先生もこの御著書に｢シャマニズム論をめぐって｣という副題を選ばれました｡
東北人学宗教学のこのお一一二人の先生がこぞってシャマニズムを最後の課題とさ
れたのは何を意味するのか｡
楠先生は､学問は学力､体力そして財力三本の柱が整わないとできない､と
いうお考えから､学ff:.に対する非常勤講師の世話や就職の斡旋に奔走されまし
た｡その恩恵は学科の垣根を越えて多くの学生に及びましたo　また､光_/Lの御
尽力は文学部や匪学部付属病院看護学校といった東北大学の部局にかぎられず､
聖和学園短期大学や東北福祉入学の創立の際にも人きな力となりました｡日本
宗教学会の理事として､また東北印度学宗教学会(現在の印度学宗教学会)の
会長及び理事として学問の興廃と発展に対して寄与するところ人いなるものが
ありました｡さらに､旧制第二高等学校の卒業生によって設立された財団法人
通交会による東北大学の学tl三の支援活動にも長い間援助を惜しまれませんでし
たo　それのみならず､宮城県刑務所に服役する多くの人たちにも救いの手を差
し延べられました｡このような先生の温かいお心遣いと御首労に対し､関係の
方々になり代わり改めて深く感謝申し卜げる次第です｡
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最後に､とても言葉では言い尽くせないほど先生の御恩を頂戴してきた私で
すが､もう･つのお願いをお聞き届けください.先JI:.は浄-Ⅰ二真宗の寺院にお/L
まれになり､宗祖親鷲聖人に深い畏敬と尊崇の念を抱いてこられました｡その
親鷲聖人は二iミ著であります『数行信証』の末尾に､中国の道緯禅師の『安楽集』
から次の言葉を引いております｡ ｢さきに生ぜんものはのちをみちぴき､のち
に生ぜんものはさきをとぶらひ､連続無窮にして､ねがはくは休ませざらしめ
んと欲す｣というのであります｡先生をお慕い申ししげる多くの万々を､なに
とぞ安楽国にお導きくださいますように､心からお願いし､ここに謹んで､お
浄土への先年の旅立ちをお見送りいたします｡
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